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１，毎回の授業で活かす
～生徒たちの学習内容の定着を促進する～

【目安】授業時間（50分）の内、10分～20分

２，週に１回、もしくは2週に１回程度活かす
～生徒たちに英語表現の面白さを伝える～

【目安】授業時間（50分）の内20分～30分

３，ＡＬＴとの授業に活かす。
～「話す」「伝える」、コミュニケーション力を支える～

【目安】授業時間（50分）の内 30分～50分

今回ご紹介する活用案



１，毎回の授業で活かす

前回もしくは以前に教科書で教えた文法項目や構文の理解が何処まで出来ているかを確認するための
ドリルをつくる。同じ文法項目を繰り返し出題する。想定時間１０分～１５分
宿題として配付することも可能。

【例：めあて】 過去形の基本的な不規則変化動詞の定着を測る。（SS1-ｐ.126）

＜用意するもの＞・・・プリントのみ （※答え合わせでＣＤ）

＜流れ＞

①生徒にプリントを配付

②テスト時間5分
③答え合わせ（先生より解答発表もしくはＣＤ）

④教科書の次のレッスンへ

＜期待される効果＞

・教科書とは異なるセンテンスから問題を出すことで、
生徒たちの理解力を測ることができる。

・一定の形（文法や構文）を、様々なセンテンスで出題
することで、記憶の定着を促すことが出来る。

括弧の中の単語の過去形を記入して文章を成立させなさい



１，毎回の授業で活かす （教材の作り方１）

【例：めあて】 過去形の基本的な不規則変化動詞の定着を測る。

文法項目リスト ＞中学1年＞
一般動詞 （過去形・不規則変化） ＞
一般動詞の過去形 （不規則変化） を用いた文
で検索を進めていき、

右画面でさらに条件を選択する。ここでは
「I ___(knew /bought/toldなど）」を選択



１，毎回の授業で活かす （教材の作り方２）

【例：めあて】 過去形の基本的な不規則変化動詞の定着を測る。

番組名やセンテンスに含まれる単語数で絞り込みをします。
ここでは単語数「６～１０」でさらに絞り込みます。



１，毎回の授業で活かす （教材の作り方３）

【例：めあて】 過去形の基本的な不規則変化動詞の定着を測る。

出題したいセンテンスにチェック（☑）をしていきます。
最後に「一括印刷ボタン」を押すと、右側の画面がでるので、こちらで編集をします。



１，毎回の授業で活かす （教材の作り方４）

【例：めあて】 過去形の基本的な不規則変化動詞の定着を測る。

プリント作成画面で、質問文を記載し、該当する動詞を空欄にします。
センテンス左に空欄にした動詞の原型を記載すると良いでしょう。



１，毎回の授業で活かす

前回の授業で初めて教えた、語彙・文法などを含む基礎英語スキットを使う授業。該当する語彙を
空欄にし、ＣＤ音声をつかってシャドーイングやディクテーションを授業冒頭10～15分で行う。

【例：めあて】 前回授業で指導した”How much is it?”の定着を促す。（SS1-ｐ.76）

＜用意するもの＞・・・プリントとＣＤ
”How much is it in yen?” の部分を空欄にする。合わせて、他の単語も空欄にしてディクテー
ション問題とする。

＜流れ＞

①生徒たちにプリントを配付する

②スキット音声をＣＤで再生し、生徒たちに書き取らせる

③答え合わせ（先生より解答発表）

④クラス全員でシャドーイング

⑤教科書の次のレッスンへ

＜期待される効果＞
・教科書とは異なる会話例を提示することで、該当表現の適切な利用法を理解させることができる。
・また、音声とあわせて提供することで、その表現の記憶の定着を促すことができる。



１，毎回の授業で活かす （教材の作り方・１＆２）

【例：めあて】 前回授業で指導した”How much is it?の定着を促す。

１、言語表現項目リスト＞場面＞買物
How much is it? など How much?を
使った表現 を選択

２、抽出された例文を、「基礎英語1」に限定する



１，毎回の授業で活かす （教材の作り方・３＆４）

【例：めあて】 前回授業で指導した”How much is it?”の定着を促す。

３、任意の例文を選び、「会話例」をクリック ４、「プリント作成」をクリック



１，毎回の授業で活かす （教材の作り方・５＆６）

【例：めあて】 前回授業で指導した”How much is it?.”の定着を促す。

５、「空欄」にしたいところを選び、「空欄」をクリックし、
「プリント」をクリック

５、音声は、「録音ページ」より「録音」→「保存」する。



１，毎回の授業で活かす

前回の授業で初めて教えた、語彙・文法などを含む基礎英語スキットを使う授業。該当する語彙を
空欄にし、ＣＤ音声をつかってシャドーイングやディクテーションを授業冒頭10～15分で行う。

【例：めあて】 前回授業で指導した”Certainly.”の定着を促す。

＜用意するもの＞・・・プリントとＣＤ
”Certainly.” の部分を空欄にする。合わせて、他の単語も空欄にしてディクテーション問題とする。

＜流れ＞

①生徒たちにプリントを配付する

②スキット音声をＣＤで再生し、生徒たちに書き取らせる

③答え合わせ（先生より解答発表）

④クラス全員でシャドーイング

⑤教科書の次のレッスンへ

＜期待される効果＞

・教科書とは異なる会話例を提示することで、該当する
語彙の適切な利用法を理解させることができる。

・また、音声とあわせて提供することで、その語彙の記
憶の定着を促すことができる。



１，毎回の授業で活かす （教材の作り方・１＆２）

【例：めあて】 前回授業で指導した”Certainly.”の定着を促す。

１、自由検索で”Certainly.”を検索 ２、抽出されたセンテンスから会話例を選択

・単語だけでなく、文でも検索できます

・右側にある「会話例」ボタンを押すとスキットが表示されます



１，毎回の授業で活かす （教材の作り方・３）

【例：めあて】 前回授業で指導した”Certainly.”の定着を促す。
３、選択した会話例を確認

スキット上では”Certainly.”が赤字で表示されます。



１，毎回の授業で活かす （教材の作り方・４）

【例：めあて】 前回授業で指導した”Certainly.”の定着を促す。

４、プリントを作ります

プリント編集ページで空欄を作ったり、問題文を記載することができます。
編集を加えたい箇所を選択して、ボタンを押すだけ空欄斜体などの装飾が簡単にできます。
また、コピーアンドペーストでワードに貼り付けることも可能です。



１，毎回の授業で活かす （教材の作り方・５）

【例：めあて】 前回授業で指導した”Certainly.”の定着を促す。

５、問題出題用音声をダウンロードします。

チェックしてある話者の音声がダウンロードされます。チェックを外すとその話者の文の長さだけ
無音でダウンロードされます。「録音」ボタンをおして、しばらくすると「保存」ボタンに代わります。
「保存」ボタンをおして、ファイル名をつければ、ダウンロード完了です。
教室にある機器にあわせてCDにしたり、USBにしたりしてご利用ください



１，毎回の授業で活かす

比較級の基本学習完了後に、その用法と意味への理解が何処まで進んでいるかを生徒自身が
確認し、具体例をもって定着を促す。授業冒頭１５分～２０分程度

【例：めあて】 比較級基本学習後の定着
＜用意するもの＞・・・プリント２種（LEADで作成と独自作成）とＣＤ
文法項目リスト＞中学２年＞比較＞比較級を用いた比較＞-er thanの中から任意の会話を選択

＜流れ＞
① プリントを配付し、ディクテーション
② 答え合わせをする。
③ グループで、グレーと青のPCの違いを表に記す
④ 答え合わせをする。

＜期待される効果＞
・教科書とは異なる会話例を提示することで、該当する
表現の適切な利用法を理解させることができる。

・また、音声とあわせて提供することで、その表現の記
憶の定着を促すことができる。

:  : 
③④で利用する
プリント例
※LEADでは作れません



【例：めあて】 比較級基本学習後の定着

１，毎回の授業で活かす （教材の作り方１）

文法項目リスト＞
中学２年＞比較と選択します。

比較を用いた比較＞
_er thanを選択し
「例文表示」ボタンを押します。



【例：めあて】 比較級基本学習後の定着

１，毎回の授業で活かす （教材の作り方２）

表示された例文から、会話例を選択します
←

選択した会話例が、自身の
授業に使えるか確認します→



【例：めあて】 比較級基本学習後の定着

１，毎回の授業で活かす （教材の作り方３）

プリント作成ページにて、ーerの部分を
空欄にし、ディクテーション用のプリント作成します。



【例：めあて】 比較級基本学習後の定着

１，毎回の授業で活かす （教材の作り方４）

音声をダウンロードします。録音ページに行き赤の録音ボタンを押してください。
数秒から数十秒すると赤の録音ボタンが緑の保存ボタンに代わります。
保存ボタンを押し、ファイル名と保存場所を指定すればダウンロード完了です。



授業で学習した内容を使って、自分自身について表現できるようにする。授業の20分～30分

【例：めあて】 将来の夢を語れるようになる。（SS２-ｐ.74)
＜用意するもの＞・・・プリントとＣＤ ＜流れ＞

① 将来の夢を語っているモノローグを聞かせる。
② 内容をどの程度理解できたか確認する。
③ プリントを配布し、再度音声を流す。
④ 内容の理解をしたうえで、自分の夢を語るうえで使える
表現をおさえる。

＜期待される効果＞

基礎英語スキットをプリントを配付し、音声を聞かせる
ことで、文脈の類推能力を育て、定着もできる

２，週に１回、もしくは2週に１回程度活かす

基礎英語スキット音声を活用することで、イントネー
ションを含む話し方の用法を伝えることができる

ＡＬＴとの授業の予習としても効果を期待できる



【例：めあて】 将来の夢を語れるようになる。

２，週に１回、もしくは2週に１回程度活かす 教材の作り方１

自由検索＞スキット から、
状況条件＞話者の数＞1名 を選択 さらに、
話題選択＞自分のこと＞将来の夢 を選択し、
検索する。



【例：めあて】 将来の夢を語れるようになる。

２，週に１回、もしくは2週に１回程度活かす 教材の作り方２

検索結果から任意のスキットを選び、
「プリント作成ページ」をクリック。
生徒にも使わせたい表現を色付けし、「プリント」



英語でのコミュニケーションで、よく使われる慣用句の学習。単に慣用句の意味を覚えるのではなく
気持ちを込めた話し方を含めた適切な用法を指導する。授業の20分～30分

【例：めあて】 感覚動詞 sound look smellの使い方と気持ちを込めた「話し方」を学ぶ
＜用意するもの＞・・・プリント（プリントは先生独自作成）とＣＤ

＜流れ＞

① it sounds が使われているスキットの一部を、
スクリプトを提示しながら音声を聞かせる。

② it sounds の意味を類推させる。
③ 再度音声を流し、it sounds が使われているセンテンス
をリピートさせる。

④ 同様に、it looks, it smells のリスニング→類推を行う

＜期待される効果＞

基礎英語スキットをプリントを配付し、音声を聞かせる
ことで、文脈の類推能力を育て、定着もできる

２，週に１回、もしくは2週に１回程度活かす

基礎英語スキット音声を活用することで、イントネー
ションを含む話し方の用法を伝えることができる

ＡＬＴとの授業の予習としても効果を期待できる



【例：めあて】 感覚動詞 sound look smellの使い方と気持ちを込めた「話し方」を学ぶ

２，週に１回、もしくは2週に１回程度活かす 教材の作り方１

It sounds/It looks /It smellsを
それぞれ自由検索を行います。
表示されたセンテンスから会話例を確認します。



【例：めあて】 感覚動詞 sound look smellの使い方と気持ちを込めた「話し方」を学ぶ

２，週に１回、もしくは2週に１回程度活かす 教材の作り方２

表示された会話例の内必要な部分をコピーし
てワードファイルなどに貼り付けます。

コピペ

コピペ



【例：めあて】 感覚動詞 sound look smellの使い方と気持ちを込めた「話し方」を学ぶ

２，週に１回、もしくは2週に１回程度活かす 教材の作り方３

音声は、プリント用にコピー＆ペーストしたところのみ行う。録音ページで必要な音声部分のみ
チェック（☑）を残し、赤い録音ボタンをおし、緑の保存ボタンを押します。
ファイルはスキット毎にダウンロードされますが、CＤなどにはまとめて保存できます。



基礎英語の特徴でもある場面設定のしっかりしたスキットを活かし、より自然な英語らしい表現を
ALTの即興性を合わせながらトレーニングする。時間の目安４０分～５０分

【例：めあて】 夏休み冬休み明けに、 It was great! と Sounds fun. のバリエーションを学ぶ
＜用意するもの＞・・・プリントとＣＤ そしてＡＬＴの会話力

＜流れ＞
①休み明け、ALTから生徒へ How was your vacation? 
と自然に投げかける。ある程度ウォームアップする。

②その後プリントを配付しディクテーション。答え合わせ
③シャドーイングまたはロールプレイでスピーキング練習。
④かっこ内に入れられる、他の表現を生徒から引き出す。

wonderful, really good など
⑤バリエーションを学んだら、生徒自身の夏休みについて、

会話練習をする。
※スキット内の How was your vacation? /

How long did you stay there? / How was yours? を
必ず使うようにする。

※①～⑤までをＡＬＴ授業前におこない、次回ＡＬＴ授業
で発展させることも可能。例）ネガティブな事へ応答

＜期待される効果＞

・基礎英語のスキットから、英会話の間や抑揚の付け
方を学ばせる。

・会話で使われる表現を自然に身につけさせる。

３，ＡＬＴとの授業に活かす<例１>



３，ＡＬＴとの授業に活かす<例１> （教材の作り方２）

【例：めあて】 夏休み冬休み明けに、 It was great! と Sounds fun. のバリエーションを学ぶ

自由検索画面を利用します。
how was your summerで検索します。
出現したセンテンスから任意の会話例を
選択します。



３，ＡＬＴとの授業に活かす<例１> （教材の作り方１）

【例：めあて】 夏休み冬休み明けに、 It was great! と Sounds fun. のバリエーションを学ぶ

選択した会話例を確認し、プリント作成ページで
編集を行います。編集の際、単語毎に選択して、
空欄ボタンを押すと、右の図のように単語ごと
に空欄になり、生徒たちの類推の助けになります。



３，ＡＬＴとの授業に活かす<例１> （教材の作り方２）

【例：めあて】 夏休み冬休み明けに、 It was great! と Sounds fun. のバリエーションを学ぶ

音声をダウンロードします。録音ページに行き赤の録音ボタンを押してください。
数秒から数十秒すると赤の録音ボタンが緑の保存ボタンに代わります。
保存ボタンを押して頂けき、ファイル名と保存場所を指定すればダウンロード完了です。



「共感」や「同情」など他者とのコミュニケーションには欠かすことの出来ない表現を、スキットを
使い理解させ、ＡＬＴとの授業で実践する。時間の目安４０分～５０分

【例：めあて】 ネガティブなことへの共感・同情を表現するバリエーションを学ぶ。
( That’s terrible. と That’s too bad.)

＜用意するもの＞・・・プリントとＣＤ そしてＡＬＴの会話力

＜流れ＞

＜期待される効果＞
・文脈の中から、特定の語彙の日本語訳ではない英語としての意味と使い方を理解させる。

・基礎英語の身近な話題のスキットでなりきり練習をさせやすくなる。

３，ＡＬＴとの授業に活かす<例２>

① ２つのプリントを提示し。それぞれThat’s too bad. That’s terrible. の箇所を聞き取らせる。
② 文脈の理解を確認し、That’s too bad. と That’s terrible. の使い方を確認する。
③ スキットを使ったロールプレイ、または、自由なロールプレイを通して、学んだ表現の定着をはかる。

※指導したい表現の文脈部分を使用するため、スキットの一部をカットして使用。



【例：めあて】 ネガティブなことへの共感・同情を表現するバリエーションを学ぶ。
( That’s terrible. と That’s too bad.)

３，ＡＬＴとの授業に活かす<例２> （教材の作り方１）

～～～～～～～～～～～～～～～

言語表現項目リスト ＞機能＞相づちをうつ＞That’s terrible. などネガティブなことへの共感
を選択します。



【例：めあて】 ネガティブなことへの共感・同情を表現するバリエーションを学ぶ。
( That’s terrible. と That’s too bad.)

３，ＡＬＴとの授業に活かす<例２> （教材の作り方２）

センテンス一覧から、任意で会話例を選択し、内容を確認する。会話例の中からどの部分までを
使うかを決めます。



【例：めあて】 ネガティブなことへの共感・同情を表現するバリエーションを学ぶ。
( That’s terrible. と That’s too bad.)

３，ＡＬＴとの授業に活かす<例２> （教材の作り方３）

授業に利用しようと決めた箇所を、ドラッグして選択しコピーします。
その内容をワードなどのファイルに貼り付けます。



【例：めあて】 ネガティブなことへの共感・同情を表現するバリエーションを学ぶ。
( That’s terrible. と That’s too bad.)

３，ＡＬＴとの授業に活かす<例２> （教材の作り方４）

プリントで使わない箇所のセンテンスのチェック（☑）を外して、赤の録音ボタンを押します。
その後緑の「保存」ボタンを押して、ファイル名をつけてパソコン上に保存。その後CDなどに収録します。
（教材の作り方１～３）の流れをThat’s terrible. でも行います。



いざ問われると、「？」となってしまう。運動会の種目名や、知っているつもりだったけど実は間違って
覚えがちな、英語表現・語彙を身近な会話例を通して学ばせる。時間の目安４０分～５０分

【例：めあて】 運動会や体育祭にまつわる表現を学ぶ。
＜用意するもの＞・・・プリントとＣＤ そしてＡＬＴの会話力

＜流れ＞

＜期待される効果＞

・「英語では、そう言うんだー！」という
驚きや発見を通して、英語学習への
興味を高める。

・基礎英語の身近な話題のスキットで
なりきり練習をさせやすくなる。

３，ＡＬＴとの授業に活かす<例２>

① tug of war のスキットを聞かせる。

② ALTの先生が、tug of war の
ジェスチャーをする。

③ 運動会の他の競技の英語表現を紹介する。



【例：めあて】 運動会や体育祭にまつわる表現を学ぶ。

３，ＡＬＴとの授業に活かす<例２> （教材の作り方１）

言語表現項目リスト ＞場面＞学校での活動＞ athletic/sports festival 運動会 を選択します



【例：めあて】 運動会や体育祭にまつわる表現を学ぶ。

３，ＡＬＴとの授業に活かす<例２> （教材の作り方１）

センテンス一覧から、任意で会話例を選択し、内容を確認する。今回は日本語ではなじみ深いが、
英語にすると分からない単語が含まれる会話例を選びます。



【例：めあて】 運動会や体育祭にまつわる表現を学ぶ。

３，ＡＬＴとの授業に活かす<例２> （教材の作り方１）

プリント作成画面で、 tug of war の部分をドラッグし、色づけもしくは、太字にします。
今回は例として色づけしました。



【例：めあて】 運動会や体育祭にまつわる表現を学ぶ。

３，ＡＬＴとの授業に活かす<例２> （教材の作り方１）

音声をダウンロードします。録音ページに行き赤の録音ボタンを押してください。
数秒から数十秒すると赤の録音ボタンが緑の保存ボタンに代わります。
保存ボタンを押して頂けき、ファイル名と保存場所を指定すればダウンロード完了です。


